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チェコスロバ キアと比較 して トル コの日本研究 はわずかですか ら、私
の話 も短 くなると思 います。 ブラッカー先生 は昨 日東洋 と西洋の区別 は
ボスポ ラス海 のど こかで は じまる、そ してそ こか らはイマ ジナ ティ ・ジ
オ グラフィだ と言 いま したが、私 はそのイマ ジナテ ィの国境の人間 です
か ら、何 とか して一 っのそういう場所 か ら日本観 、日本研 究の状況 は ど
うい うふ うに見 えるか とい うことを、ち ょっと申 したいと思 います。
日本研究 は、 トル コでは若 い。ただ、 日本 に関 しての関心 は古 い とい
うふ うに言 っていいで しょう。一応 日本研究 につ いて話す前 に、 ど う し
て トル コで はこんなに古 い日本への関心 と、日本 に対 しての親 日の気持
ちが歴史 的にあ るのか とい うことを ち ょっと説明 したいと思 います。 そ
の雰 囲気 は、 これか らの日本研究の将来 に も影響す る と思 います。
トル コ人 が 日本 の ことを一応気 に したのは近代以降です。 日本の近 代
化 が明治 時代 に始 ま ったときには、 トル コ人 もは じめて、ああ 日本 とい
う国があ りますね とい うふ うに意識 して、 ジャポ ン ・ジャポ ンとい うふ
うにオ ッ トマ ンの詩 人がよ く書 きま した。エキゾテ ィックな国で、遠 い
ところの島国で、サ ムライ とい う人達 が生 きて いるというふ うに言 われ
て いま した。そ ういう話 の関係で、 ち ょっとだけ日本 にっ いて のイメ ー
ジがあ りま した。 日本 は大事 な国 なので、 日本 の ことをち ょっと勉 強 し
ま しょうとい う気持 ちにな ったのは、近代化 との関係 だと思 います。
オ ッ トマ ン・トルコ人 の帝国 の人達が近代化 の歩 み を18世 紀 の終 わ り
には じめたと言われて いる。 しか し、オ ットマ ン・トル コ人 に とっては、
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や っぱ り近代化 とい うことはいっ もヨー ロッパ向 けですね。 ヨーロ ッパ
を見て、そ こか ら何 とかいろん なことを輸入 して、それで オ ットマ ン帝
国を強 くしよ う、救 お うとい うことですね。そ うい う目的で したが、20
世紀 にな って くる と、明治維新の後です ね、そろそろオ ッ トマ ンの人 達
も日本 の ことを見て 、ああや っぱ りヨー ロッパだ け じゃな い、 日本 も近
代化 の例 としてち ょっと勉強すべ き状況 ではないか というふ うに考 え は
じめたのです 。
例 えば、19世 紀 の終 わ りにな ると、その時期 の有名 な、割 合に保守 的
で、 しか し近代化 を も信 じた有名なスル タンですが、 アブデュルハ ミ ド
(Abd�hamid)二 世 が、今 までの ヨーロ ッパ向 けの近代化をやめるん じゃ
ないけれど も、 それ をち ょっと残 して日本 の例 も見 ま しょうとい うふ う
に考 え、日本 に関 して の詳細な リポー トを命令 したのです。
リポー トが準備 され たの は19世 紀 の終 わ りごろで、 この リポー トを読
んでか らはア ブデュルハ ミ ドニ世 は自分 の日記 に、 日本 に関 しての い ろ
いろな考 えを詳 しく書 いて います。明治天皇 と自分 のことを比較 したり、
オ ッ トマ ンの状況 と日本 の状況 とを比較 した りしま した。私 たち は日本
人 か ら何 を習 えばいいで しょうか と。や っぱ りスルタ ン自身 は日本語 は
知 らなか ったのです が、最初の 日本語学者 かなとい うふ うに考え る こと
もで きます。少 な くと も彼 は トル コの日本研究 のフ ァース ト ・ス テ ップ
を築 いたと言 って いいか も知 れないですね 。
その時期のオ ットマ ンの資料 を見 た ら、特 に日本 の近代化に関す る コ
メ ン トが多いんです。 オッ トマ ンのエ リー トの人達 は、貿易関係 とか、
政治的 な関係 とか、特 に条約 問題 で は、日本人 は何 を して いるか、我 々
も困 ってい るか ら日本人 と一緒に交渉 して、何 とか して ヨー ロッパ との
条約か ら逃 げることがで きるん じゃないか とか、独立 しま しょうとか、
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そういう問題意識 は深 く議論 された と言 うことがで きると思 います。
これ は第1の 時期 で、第2の 時期 は もちろん有名 な日露戦争 。有 名 な
というの は、私 たち のボスポ ラス海峡か ら見た ら有名 です よ。中近 東 に
来た ら、 日露戦 争の影響が深 い。日露戦争が、 アジア全体 も同 じと思 い
ますが、特 に中近東で は、は じめて アジア人の独立 の一っ のステ ップだ
と考え られて いるの じゃないか と思 います。 日本人 にア ジアの伝統 的 な
敵 と思われ るロシアが負 けた とい うことは安 心だ。 トルコ人 にと って は
特 にプ ラグマティ ックな意味 で 「ああもう10年 戦争 しな くて いい。 日本
人 にロ シアは負 けた か ら、我 々 もち ょっと休んでいいん じゃな いか」。
ロ シア帝国 との戦争 が18世 紀 か ら続 いているで しょう。10年 に1度 は戦
争 、今度 は日本人が勝 ったか ら、私たちはち ょっと楽に した らいいん じゃ
ないか とい う気持 ちで、 トル コ人 は心 か ら日露戦争の ことをおめで たい
ことだ と感 じま した。 これ は本当に深 い意味 を持 っていると思 うんです。
トル コ人 はイス ラム教 の人で、 もちろん生 まれ る息子 にはア フマ ドと
かマホメ ッ ドとかア リとか、 そうい うイス ラムの名前をっけ るのが 当然
です けれど も、その時期生 まれた長 男に は、 トウゴウや ノギ と言 う名 前
が多 いのです。ア フマ ド・トウゴウさん、マホメ ッ ド・ノギ さん、 そ う
い う日本 の有 名な大 将の名前 をっ けるのが伝統 になったことは、本 当 に
魅力 的だ と思 います。 ク リスチ ャンネームみたいにモス リムネー ムを捨
てて、そのかわ りに 日本語 の名前 をっ けるの は大変珍 しいと思 います。
今で も トル コに来 た ら、年上 の方 で、 ミスター トウゴウとか、そ うい う
ふ うな トル コ人 に一 人か二人 ぐらい会 えるか もしれませ ん。
その意味で は、一 人、二人 のエ リー トの人 じゃな くて、社会 として 日
露戦争 の影響 は深 くて、や っぱ り日本 に関 しての トル コ人 のイメー ジは
そこで決 ま ったと思 います。そ こである意味で は凍結 されて、そ こか ら
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は20世 紀 の日本観 、 トルコ人 の日本観 が大体 日露戦争 時期 の 日本観 と言
え ると思 います。
その時期 を見 た ら、残念なが ら トル コの国 はいっ も戦争 中で、あ ん ま
り教育 の ことを進 めるお金 もない し、時間 もない し、人材 もなか ったの
で、大学 自体 もあるか ないか とい うぐらいですが、日本学科 は全然なかっ
たです。や は り教育 の水準 と して は、あま り言 うことはない と思 い ます
が、 イスタ ンブールや エジプ トのカイ ロで出版 されてい る雑誌 とか新 聞
とか を見た ら、1910年 代 には、いっ も日本 は第1ペ ー ジで、日本 に関 し
てのニュース、 日本 の文化、 日本 の女性、日本の子供、日本の ファッショ
ンが取 り扱 われて いるのです。今 イスタ ンブールの図書館 の新聞 を見 た
ら、 アラブ語で書 いてあ る新聞 も、 トルコ語で書 いてあ る新聞 で もよ く
そういう記事 を読む ことが出来 ます 。
例えば、その時期 の雰囲気 をあ らわす そういう資料 の例 としては、 イ
ラ ンのテヘ ランで は、あ る詩人 が 「ミカ ドナーメ」(Mikadoname)を 書
きま した。ナ ーメは有名 な中近東 の古 い習慣なんですけれど も、王 様 に
関す る伝説 的 な詩ですね。王様 をほあ る。 シャ フナ ーメ(Shahname)
とい う昔か らの古典文学の一 っの形式ですが、 ミカ ドナーメ も明治 天皇
に対す るシャフナ ーメのバ リエー ションの一っだ と言 っていいと思 いま
す。 トル コ語 で書 かれた本 は、戦前 のチェコスロバキア とち ょっと似 て
いると思いますが、大体その時期 はフラ ンス語か らの翻訳 とか、英 語 か
らの翻訳 とか、本 当にオ リジナルな本が あまりなか った と言 える と思 い
ますが、例外 的に一 っか二 っの研究がそ の時期 も完成 されて、今 で も日
本研究 のためには学 問的な価値 を持 って いると思 います。
一 っ は、日露戦争 に自分 もオ ブザーバ ーと して参加 した、ず っ とは じ
めか ら最後 まで日本 の海軍 と一緒 にあっちこっちに行 って、写真 を撮 っ
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た り 日 記 を 書 い た オ ッ ト マ ン の 海 軍 の 大 将 、 ペ ル テ ィ ブ ・パ シ ャ
(PertevPasha,後 ほ ど の デ ミ ル ハ ン:Demirhan)と い う軍 人 の 書 い た 、
10冊 ぐ ら い の 日露 戦 争 日記 で す 。 こ れ は学 問 的 に も大 事 な 資 料 だ と 思 う
の で す 。 ペ ル テ ィ ブ大 将 が ず っ と 日 本 の 海 軍 に 参 加 して 、 後 で 、 東 京 に
帰 っ て 、 日本 に も ち ょ っ と住 ん で い て 、 トル コ に 帰 国 して か ら、 日 記 を
書 い て 、 後 で 日本 に 関 し て い ろ い ろ な 本 を 書 い た 方 な ん で す 。
二 番 目 の 、 そ の 時 期 に 書 か れ た 面 白 そ う な 本 は 、 本 人 は 軍 人 じ ゃ な い
け れ ど も 、 ア ブ ド ゥ レ シ ッ ド ・イ ブ ラ ヒ ム(Abd�residlbrahim)と い
う 、 ち ょ っ と 面 白 い 人 物 で す 。 こ の 人 は ロ シ ア の シ ベ リ ア 生 ま れ で 、 後
で ロ シ ア の イ ス ラ ム の 学 校 で 教 育 を 受 け て 、 イ ス タ ン ブ ー ル に 来 て 、 イ
ス タ ン ブ ー ル で 勉 強 し て 、 オ ッ トマ ンの 国 籍 を も ら い ま し た 。 こ の 人 は
も と も と は タ タ ー ル 人 で す け れ ど も 、 オ ッ トマ ン ・ トル コの 国 籍 を も ら っ
た 後 は 、 い ろ い ろ そ の 時 期 の も の す ご く強 力 な 運 動 で あ る パ ン トル コ イ
ス ト(PanTurkist)と か パ ン イ ス ラ ミス ト(PanIslamist)と か 、 そ の
時 期 の 有 名 な 政 治 的 な 運 動 で す け れ ど も 、 そ こ に 割 合 に ア ク テ テ ィ ブ な
メ ン バ ー と して 参 加 して 、 重 要 な 人 物 に な っ た の で す 。
こ の 人 は 、 イ ン テ リで 、 新 聞 記 者 で 、 イ ス ラ ム の 学 者 で す ね 。 有 名 に
な っ た の は イ ス ラ ム の 研 究 、 イ ス ラ ム の 学 問 、 ほ か の 意 味 で 政 治 家 で も
あ り 、 そ う い う 複 雑 な 人 物 で 、 こ の 人 は1908年 に 日 本 に 来 て2年 滞 在 し
た 後 トル コ に 帰 っ て 、 そ れ で 日 記 を 書 い た の で す 。 こ の 日 記 は 、 ほ か の
旅 行 も あ り ま す か ら 旅 行 物 語 と も言 え る け れ ど も 日 本 の 部 分 が 大 部 分 で 、
2冊 の 本 で 、 結 構 オ リ ジ ナ ル で 、 そ の 時 期 よ く 日 本 に 来 た チ ェ ンバ レ ン
と か 、 ラ フ カ デ ィ オ ・ハ ー ン と比 較 で き る 。 ヨ ー ロ ッパ 人 の ビ ジ タ ー の
見 方 じ ゃ な くて 、 トル コ の イ ス ラ ム の 見 方 か ら の 日本 で す ね 。 同 じ 時 期
の ヨ ー ロ ッパ 人 の 書 い た 物 と比 較 す る の は 大 変 面 白 い で す 。
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彼 の解釈 してい るの は、逆 の日本ですね。同 じ時期 に この人 たちが い
た とい うことが信 じられない くらいに同 じものを見 ているん です けれ ど
も、イブラ ヒムの言 って いることと西洋人の言 ってい ることが矛盾 して
い るみたいなところが面 白い。思想史研究 には役 に立 っ興味深 い資 料 に
な ると思 います。
その時期 の トルコ人 の個人の図書 を見 た ら、必ず 日本 関係 の本 が あ る
んです。割合 自分が進歩的であれば、 もちろん フランス語 を学 んで それ
で フランス革命 を勉強 して、 ヨー ロッパ史 を知 らな ければな らない。 ま
た 日本 の こと も勉強 しなければな らない。そ うじゃな いと、自分 が プ ロ
グ レッシブな、進歩的人物 じゃない とい うふ うなことです。それで また
面白い点 は、 これは政治 的な見方 と関係があ りませんね。例 えば、革 命
軍 として活動 した青年 トルコ人 も、 日本に関 しての本 を読んだ り、 日本
を勉 強 した りとい うことですか ら、対立 している政治的立場の違 いはあっ
て も、日本 に関 してのイ ンタ レス トは同 じです ね。 日本 を近代化の例 と
して、日本 に関す るものを読 まな くちゃな らないとい う気持 ちは強 い と
言え ると思 います 。
その時代 は、大体 こうい うふ うになって、第一次大戦 と第二次大 戦 頃
には日本が トル コの社会 か らち ょっと離れてい ると思 いますが、 日本 が
もう一度 トル コ人 の考え方で大事 になったの は、ず っと後、60年 代です。
60年 代に は、特 に経 済学 者が進 めたいと思 ってい る比較研究 、比較 経済
的 な近代化 です ね。英語 で言えばモダニゼーシ ョンの思想 か ら見 て、 日
本 と トルコの研 究、 アメ リカで は有名 なその時期の代表的なものとして、
ウォー ドと ロス トウ編 の 『日本 と トル コの政 治 的近 代 化 』(Political
ModernizationinJapanandTurkey,ed.,byRobertWardandDankwart
Rustow,1964)が 出版 され る時期 は、実 は トルコで も トル コ人 の学 者 が
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同 じテーマのい くっかの本 を出版 して、や っぱ り自分 の見方 か ら近 代化
の比較 、今 まで は トルコは近代化 を したけれ ども、 日本 もしたけれども、
比較 した らど うい う相違点があ るか とい うふ うに見 たんです。
60年 代 に特 に トルコで有名 にな った本が、 ちょっと難 しい名前ですが、
ドァ ン ・アヴ ジュオル(DoganAvcioglu)と い う人 が、 もと もと経 済学
者 で言 わば左翼 の解釈 か ら経済史の問題意識 を持 って いる方 で、そ の と
き書 いた本 が3冊 の 「トルコの制度 」。日本語 に翻訳す ると、英 語 で も
翻訳す るとおか しいのですが、彼の言 いたい ことは、 トルコの過去、 ト
ル コの今 日と トル コの将来 、 トルコの経済 的な制度 は何で あるか、 これ
か ら何 処に行 くのか とい う、この本 は大変 印象深 くて 、 トルコで はその
時期 ものす ご く人気にな った本ですか ら、ある意味で 、 トルコのその時
期 は誰 もが読んでそれを議論 して、本当にそ うじゃないか とい うこ とを
議論 した もので、 そこのあ る部分が、 日本 と トル コの比較 です。
割合 に今 の トルコ人の 日本観 がその本か ら出ている と思 います。 アヴ
ジュオルさん の経済学の見方 か ら解釈 してい る、 もっとク リティカルな、
批判性が多 い日本 と トル コの近代化 の比較ですね。割合 こうい う近 代化
の研 究 は、 一 っか二 っ続 けて 、80年 代 に は メ フメ ッ ト ・ トゥル グ ト
(MehmetTurgut)さ ん という方 は、同 じ観点か ら近代化 の比較論 の本 を
書 きま した。彼 は学者 じゃな くって政治家です。青年 トル コ人 の時代 か
ら、政治家 の日本 に対す る興味 とい うことが続 いてい るとい うふ うに言
え るか も知 れません。
メ フメ ッ ト・トゥルグ トさん もアヴジュオルさん も政治的世界の人 た
ちで した。 トゥル グ トさんは保守側で、ア ヴジュオルさん は社会民主 主
義党 です。だか ら、割合 に政治観 は違 うけれ ども、二人 と もが日本 の こ
とに感心 して、 日本 と トル コの近代化 を比較 して、日本 の近代化 の見習
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うべ きところを発見 しよ うと したのです。今後 とも日本 のことを大事 に.
勉強 しなけれ ばな らな いとい うその考え方 は続 くと思 います。
政治観 とか世界観 は変 わ って も、日本 に関 して トルコ人 の関心 は統 一
して いるんですね。
私 にとって は、イ ブラヒムさん とペルテ ィブ大将の時代か ら、最後 の
トゥルグ トさん とア ヴジュオルさんの大 臣の研究 を全部 含あて考 え、 ト
ルコ人の一番代表的 な日本観 は何だ とい うふ うに言 ったら、3っ の点 が
言え ると思 います。1っ は、いいことか悪 い ことか知 りませんが、 トル
コ人 は不思議 に日本 の文化 にはあん まり興味 がないということが言 える。
これ はち ょっとおか しい点 です。割合に 日本 とい うことに関心 が持 たれ
てか らは、世界 中の国民 が最初 に気 に した ことは、 日本 の文化 の魅力 的
な特色 、ユニー クな特色 ですね。 日本の文化 の繊細 な特色 、エ レガ ンス
とか言 え るで しょうね。たとえ ば、イ ブラヒムもそれを もちろん意 識 し
てい るんです けれど も、いっ も1行 か2行 くらい。
「日本 の文化 は偉 いです。本当に この人 たちは素敵 な文化 を持 って い
るけれど も、大事 な ことは政治ですよ」 と。経済 と政治 。イ ブラヒムの
よ うな トルコ人 は、文化 の世界 とい うよ りは、政治的な、経済的 な社会
のメ ンバーのひと りと して 日本を考えているのです。あ る意味 で トル コ
人は、 日本 の文化 の面での知識 はあんま りなか った し、その点 で ものす
ごく弱 か った と思 いますが、かわ りに日本 と トル コを普遍的 な歴 史的 な
流 れの中に入 れた と思 うのです。 日本 の ことを国際化 したんです 。
トルコ人 は日本 の ことを全然ユニークと考えない。日本 は日本だけで、
ほか の国 には学べな いとか、関係 ない とか、そ う考 えな くて、日本 人 は
我 々と割合に同 じ道 の人た ちだ と考 えたわ けです。あの人 たちは賢 くて、
このことはよ くや りま した とか、あの ことはよ くや りま した とか、私 は
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比較 した ら、経済的 な面で これをや りま しょうか、あれをや りま しょう
とか、 そ うい うふ うに考えてい るんです 。私 はどうもこれ はちょっ とお
か しいと思 う。 ともあれ、 こんなに深 い価値 を もっている日本の文化を、
ある意味で関心がな くて、政治 と経済 の観点だけか ら同 じ世界のメ ンバー、
兄弟です とい うふ うに考えてい るのは、 トルコ人の 日本 観の一番重 要 な
特色で しょう。
二 番 目の もっと学問的な意味か ら批判すべ き特色 は、 トル コ人が 日本
の文化を 「和魂洋才」 と考 えて いる点で しょう。戦前 の日本 の文化 が そ
の まま守 られて、西洋 か ら科学技術だ けが輸入 されて、日本人 はち っと
も西洋 の文明 と関係な しに、近代化 した。 こん な簡単 な結論 です ね。 そ
れ はもちろん全然 日本の歴史 と事実的な関係 もない し、日本の歴史はもっ
と複 雑です よ。そんなに簡単 に技術だ けを輸入 して、パ ッと日本 を近 代
化 した というわ けにいかないで しょう。や っぱ りトルコ人 の日本観 は、
日本 が文化的 に全然変わ らなか った、 自分の古 い文化 を変え ずに、 直 さ
ずに、捨 てずに、守 った。それで技術だ けを輸入 して近代化 して い ると
い うの は、 ある意味で ものす ごく単純 な話で、 もちろん歴史的 に も正 し
くない し、 日本 に関 してち ょっ とシンプルす ぎるイメー ジです。 あん ま
り単 純なイ メージにな って きているんですか ら、私 はそれを批判す る義
務 を 自分で感 じてい るんです。
この よ うな単純な見方 は一っの危ない結論 を もた らす と思 います。 ト
ル コのあ るグループの考え方で も、前か ら長 くいままで続 けている と言
え ると思 いますが、 日本 が文化 を変えず近代化 したか ら、私 たち もイ ス
ラム教を復活 して、 トル コはまた憲法を捨 てて 、イス ラムの憲法 に戻 す
とい うことにな るわ けです。それ は日本的にな るとい うことだとい うわ
けです。何かわか りに くい論理 なんですよ。イス ラム と日本 は関係 な い
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し、 もちろん 日本 に宗教が あ りますけれど も、憲法 は別 に宗教的 で はな
いのです。
ど うして そ ういうふ うに考えてい るのか。今の 日本 とい うイメー ジが
ないか らですね。実 は今で も残 っているイメージは、 日露戦争 のイ メー
ジです。 日露戦争か ら和 魂洋才が トル コの新聞に入 って、国民 に広 が っ
たと思 います。 トルコの人た ちの頭 には、 日露戦争 の 日本 がそのま ま続
けて いる。第 二次大戦 もな い。第二次大戦の後の新 しい憲法 もない。古
いままの日本 というイ メー ジはあ る意味で危ない、あ る意味 で間違 い と
い うふ うに言 え ると思 います。 これか らの日本研究 も、 こうい う トル コ
人の 日本 イ メー ジの中か ら脱 出 し、割合 に日本 に関 して もっと学問 的 な
い ろい ろなイ メー ジとか、いろいろな意見を教 えなければな らない と思
います。
日本研究 の ことに戻 して、 トルコで本格的な日本研究が始 まったのは、
わずか10年 前 ・々らなんです 。日本 に関 して こうい う関心 もあって 、研究
してお りま した けれ ども、大学 で日本 のことが正式 に勉強 され るよ うに
な ったの は80年 代 です。最 初 は、1985年 です 。 ア ンカ ラ大学(Ankara
Univ.)の 文学部 に日本学科 が設置 されま した。 中国 学科 の教授 のプ ラ
ト ・オ ッカ ン(PulatOtkan)さ ん と私 は協 力 して 日本学科 を整 備 しま
した。は じめて日本学科 の学生 たちは、 トル コの全国国立大学入学試 験
か ら日本学 を選ん で入学 して きたのです。
私 は1年 だ けア ンカラ大学 に任命 されて、プ ラ トさん と一緒 に教 え て
いま した。私 の後 は日本人 の先生が 日本か ら来 て、毎年新 しい先生 が来
るよ うにな りま した。今年か ら交流基金の専門的な先生 も、2、3年 ずっ
と滞在す るよ うに、この学科 を教え る計 画になったと聞 きま した。 この
ア ンカ ラ大学 の日本学科 は、最 初の草分 けです 。
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二 番 目は、中東技術大学(MiddleEastTechnicalUniversity)と い うと
ころで、 メテ ・トゥ ンジ ョク(MeteTuncoku)先 生 とい う方が国 際関係
学科 で 日本国際関係をず っと教 えていま した。京大 の博士 のプ ログ ラム
を修 了 した人ですが、 日本 の大学院 を修了 した社会学 の、多分最初 の例
だ と思 います。技術系 の例 は結構 いますが、社会学 と国 際関係 では トゥ
ンジ ョクさんが最初 だ と思 います。 トゥンジョクさん の もとで も日本語
が教 え られ るよ うにな ったのは去年か らだ と思 います。
また、 アンカ ラでは、人類学科 のもとで、ボズクル ト・ギュヴェ ンチ
(BozkurtG�enc)先 生が人類学 科 の科 目 と して は日本 の社会 の研究 、
日本社 会の人類学 の見方 か らの研究 を教えてい るのです 。ボズクル ト ・
ギ ュヴェ ンチ先生 が10年 前 に、日本文化 に関 しての大変面 白い本を、 ト
ル コ語 で出版 しま した。 これはだ いぶん評価 が高 くて、す ごく人気 のあ
る本 です。 日本文化 の本 は、 ある意味で は トル コの文化 と日本文化 を比
較す るとい う面 もあ りますか ら、結構 オ リジナルな ことです。
イ ンス タンブールに戻 れば、イスタ ンブールは私 のいるところです け
れ ども、ボ スポラス大学(ト ル コ語で ボア ジチ(Bogazi輅)と 言 い ます
が)で 、 日本史 と日本文化 を教えて いるんです。歴史学科 の科 目の中 の
一っ として教 え られています。歴史学科 を卒業す る学 生たちの義務 教育
です か ら、あ る意 味で世界史 の中のある部分 として日本の部分を私がや っ
てい るとい うことにな っているのです。 この4年 、 ヨー ロッパ 史、東洋
史 、また トル コ史を習 っている学生た ちには重要な授 業 にす るように頑
張 ってい るんです。
2年 前 に同 じ学科 で は、大学 の学生全体 が取れ る4年 の日本語 の講 座
が始 ま ったばか りです。私 たちは運が よくて、 ものす ごく素敵 な先生 を
学科 で雇 うことがで きま した。マ リコ ・ヱル ドア ン(MarikoErdogan)
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とい う日本人 の方 なんです れど も、彼女 は日本語 の先生 で、熱心 にや っ
てい るんです。
今の ところ、10年 の間 には、ア ンカラとイ スタンブールでは、小 さい
グループです けれど も、どんどん日本語を勉強 している日本学科 の学生
の人数 が増 えて きてい るので、 これか ら将来 は、 もっと学問的 に進んで、
日本研 究の学者 になれ る人 たちが出るのは、 もちろん私 たちの祈 りです
が、 このため には トル コで は図書館 も足 りな いし、教材 も足 りない状態
です。国際交 流基金 はア ンカ ラで も、イスタ ンブールで も援助 して くれ
て感謝 しています。私 たちの目的 として は、一応卒業 した ら自分 の専門
を続 け るために、日本 に行 きたい学生 に日本語 を4年 間教 えるとい うこ
とです。また、二番 目の もっ と大事 な目的 は、 この グループの中か ら日
本研 究の学者 になれる人 たちを、また外国で、日本 で、ほかの国 で も日
本の学 者になれ るよ うに教育 させることですね。 これが、 これか らの目
的です。
(1990年3月)
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